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条例

　
市
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
と
共
に
、
地
域

経
済
や
住
民
生
活
な
ら
び
に
公
共
施
設
に
対
す
る
独
自
の
支
援

策
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
な
ど
、
７
月
30
日
の
臨
時
議
会
に

提
案
し
、
議
会
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
生
児
特
別
定
額
給
付
金
支
給

事
業　
　
　
　

３
０
９
０
万
円

　

令
和
２
年
４
月
28
日
か
ら
令

和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
市
内
の
新
生
児
１
人
に
10

万
円
支
給
し
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
感
染
防
止

支
援
金　
　
　
　

７
５
９
万
円

　

自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
が
購
入
す
る
、
マ
ス

ク
・
手
指
消
毒
液
・
非
接
触
型

の
体
温
計
・
ア
ク
リ
ル
板
・
網

戸
な
ど
の
費
用
に
対
し
て
支
援

金
を
給
付
し
ま
す
。

中
小
企
業
等
経
営
継
続
支
援
金

　
　
　
　

１
億
１
０
１
０
万
円

　

令
和
２
年
３
月
以
降
の
う
ち

１
か
月
間
の
売
り
上
げ
が
前
年

同
月
比
で
10
％
以
上
減
少
し
た

市
内
の
個
人
事
業
主
の
販
路
開

拓
な
ど
の
取
り
組
み
に
対
し
て

助
成
し
ま
す
。

　
支
援
事
業
は
、市
発
行
の「
支

援
制
度
の
お
知
ら
せ
【
第
５

報
】」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

指
定
管
理
料
調
整
助
成
金

　
　
　
　
　
　

８
０
０
０
万
円

　

エ
ポ
カ
21
、
ハ
イ
ル
ザ
ー
ム

栗
駒
、
伊
豆
沼
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
、
市
が
指
定
管
理
料
を
支

出
し
て
い
る
施
設
の
う
ち
、
３

月
か
ら
６
月
ま
で
の
収
支
が
前

年
同
期
と
比
較
し
て
減
額
と

な
っ
て
い
る
指
定
管
理
者
に
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

公
共
的
空
間
安
全
・
安
心
確
保

事
業　
　
　
　

１
６
０
０
万
円

　

市
役
所
の
本
庁
舎
、
各
総
合

支
所
、
市
立
病
院
の
執
務
室
に

飛
散
防
止
の
ア
ク
リ
ル
板
を
設

置
し
ま
す
。
ま
た
、
市
立
３
病

院
に
ド
ー
ム
型
の
サ
ー
マ
ル
カ

メ
ラ
を
導
入
し
ま
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

改
正
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の「
子

ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給

付
の
認
定
」
と
、
新
設
さ
れ
た

「
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利

用
給
付
の
認
定
」
を
区
別
す
る

た
め
、
文
言
の
整
理
と
副
食
費

の
免
除
規
定
を
追
加
し
ま
し
た
。

　

市
立
金
成
小
学
校
と
金
成
中

学
校
は
、
施
設
一
体
型
の
小
中

一
貫
教
育
を
実
施
し
て
き
た
の

で
す
が
、
国
の
義
務
教
育
制
度

の
創
設
を
受
け
、
新
し
く
義
務

教
育
学
校
と
し
て
市
立
金
成
小

中
学
校
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、

「
栗
原
市
立
金
成
小
中
学
校
」

と
し
て
開
校
し
ま
す
。

主
な
支
援
事
業

臨時議会７月 30日

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
や
そ

の
家
族
な
ど
へ
の
差
別
、
誹
謗

中
傷
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
患
者

や
、
そ
の
家
族
な
ど
に
対
す
る

人
権
侵
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
市
、
市
民
お
よ
び
事

業
者
の
責
務
を
定
め
る
条
例
を

新
し
く
制
定
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
人
権
擁
護
に
関
す
る

条
例
制
定
は
、
県
内
初
で
す
。

主
な
内
容

市
の
責
務　
　

①
新
型
コ
ロ
ナ

の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
、

情
報
収
集
や
発
信
な
ど
に
よ
る

感
染
防
止
。
②
患
者
、
医
療
従

事
者
な
ど
へ
の
人
権
侵
害
が
あ

っ
た
際
の
相
談
、
必
要
な
情
報

提
供
、
助
言
な
ど
の
支
援
。

　

市
民
の
責
務　

①
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
の
防
止
に
必
要

な
注
意
を
払
う
。
②
患
者
、
医

療
従
事
者
な
ど
に
対
し
感
染
な

ど
を
理
由
に
不
当
な
差
別
的
取

り
扱
い
を
し
な
い
。

　

事
業
者
の
責
務　

①
従
業
者

や
そ
の
関
係
者
が
感
染
な
ど
を

理
由
に
不
当
な
差
別
的
取
り
扱

い
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
に
配
慮
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
国
の
政

令
に
よ
り
効
力
の
延
長
や
廃
止

も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
で
差
別
の
な
い
栗
原

感
染
症
の
患
者
な
ど
の
人
権
擁
護

小
中
一
貫
校
か
ら

金
成
小
中
学
校
へ

副
食
費
免
除

規
定
を
追
加

例条
９月定例議会には、

３件の条例議案が提出されました。
議会は原案のとおり可決しました。

新
生
児
に
も

10
万
円
支
給

県 内 初

人権侵害を防止する啓発チラシ

市
の
責
務

市
民
の
責
務

事
業
者
の
責
務
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補正予算・人事・契約

人権擁護委員
６人に同意工

事

請

負

３
件

可

決

市
道
「
大
林
線
」
地
盤
改
良

　

入
札　

一
般
競
争
入
札

　

金
額　

３
億
３
６
０
万
円

　

相
手　

株
式
会
社
佐
々
貞

　
　
　
　

土
建

　

本
社　

栗
原
市

市
立
学
校
校
内
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備

　

入
札　

一
般
競
争
入
札

　

金
額　

３
億
６
８
５
０
万
円

　

相
手　

東
日
本
電
信
電
話

　
　
　
　

株
式
会
社

　
　
　
　

宮
城
事
業
部

　

所
在　

仙
台
市

若
柳
公
民
館
建
設
建
築

　

入
札　

一
般
競
争
入
札

　

金
額　

４
億
８
９
５
０
万
円

　

相
手　

上
田
建
設
株
式
会
社

　

本
社　

栗
原
市

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
令

和
２
年
12
月
31
日
で
満
了
に
な

り
ま
す
。

　

議
会
は
、
候
補
者
推
薦
の
同

意
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

契約

算予正補９月

福
祉
施
設
等
特
別
支
援
金
給
付

事
業　
　
　
　

２
１
６
３
万
円

　

市
内
の
福
祉
施
設
を
運
営

し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
継
続
を
支
援

す
る
た
め
、
１
事
業
所
に
10
万

円
を
給
付
し
ま
す
。

医
療
施
設
等
特
別
支
援
金
給
付

事
業　
　
　
　

６
９
３
２
万
円

　

私
立
の
病
院
、
医
科
、
歯
科

診
療
所
に
対
し
て
感
染
防
止
対

策
の
推
進
お
よ
び
事
業
継
続
の

支
援
金
と
し
て
１
０
０
万
円
給

付
し
ま
す
。
ま
た
、
保
険
薬
局

や
あ
ん
摩
、
は
り
、
き
ゅ
う
、

柔
道
整
復
の
事
業
所
に
は
10
万

円
の
給
付
と
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
等
事
業
継
続
応
援
支

援
金　
　
　
　

８
９
７
０
万
円

　

県
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
」

お
よ
び
、
市
の
「
中
小
企
業
等

緊
急
支
援
金
」
の
対
象
事
業
者

の
う
ち
、
前
年
同
月
に
比
べ

20
％
以
上
減
収
し
て
い
る
事
業

者
に
対
し
、
１
事
業
者
に
10
万

円
を
給
付
し
ま
す
。

地
元
商
店
等
応
援
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　

５
５
０
０
万
円

　

市
内
４
商
工
会
が
独
自
に
発

行
・
販
売
す
る
割
増
商
品
券
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
支
援
事
業
は
、市
発
行
の「
支

援
制
度
の
お
知
ら
せ
【
第
６

報
】」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
従
事
者
慰
労
金
交
付
事
業

　
　
　
　

１
億
２
９
２
７
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
医
療

機
関
と
し
て
、
県
か
ら
役
割
を

設
定
さ
れ
た
、
栗
原
中
央
病
院

の
医
療
従
事
者
や
職
員
に
対
し

て
20
万
円
の
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。
そ
の
他
の
病
院
お
よ
び

診
療
所
の
医
療
従
事
者
や
職
員

に
は
５
万
円
の
支
給
と
な
り
ま

す
。

手
洗
器
自
動
水
栓
化
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

９
６
７
１
万
円

　

本
庁
舎
、
総
合
支
所
、
文
化
・

体
育
施
設
、
市
立
小
・
中
学
校
、

幼
稚
園
な
ど
、
ト
イ
レ
の
手
洗

器
を
自
動
水
栓
化
し
ま
す
。

　
９
月
定
例
議
会
で
は
、
７
月
30
日
の
臨
時
議
会
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
に
対
応
し
た
市
独
自
の
支
援
策
や
市
道
の
維
持
工
事
費

お
よ
び
農
業
用
施
設
の
整
備
工
事
費
な
ど
の
議
決
を
求
め
ら
れ
、

議
会
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
支
援
策
を
主
に
掲
載
し
ま
す
。

福祉施設や医療従事者を支援

　

市
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
防
止
と
共
に
、
地
域
経
済
や

住
民
生
活
に
対
す
る
事
業
は
、

５
月
22
日
の
臨
時
議
会
か
ら
９

月
定
例
議
会
ま
で
71
事
業
に
及

び
、
予
算
総
額
は
約
24
億
２
８

０
０
万
円
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
国
の
「
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
約
13
億
９
９

０
０
万
円
を
含
む
、
国
・
県
の

支
出
金
は
、
約
20
億
９
２
０
０

万
円
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
支
出
金
は
約
３

億
３
０
０
０
万
円
と
な
り
、
一

般
財
源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

鈴す
ず

木き

由ゆ

紀き

子こ

（
築
館
）�

再
任

横よ
こ

山や
ま　

洋よ
う

子こ

（
築
館
）
再
任

佐さ

藤と
う　

泰や
す

博ひ
ろ

（
金
成
）
再
任

川か
わ

田だ　
　

聡さ
と
し

（
築
館
）
新
任

石い
し

川か
わ

惠え

久く

子こ

（
栗
駒
）
新
任

髙た
か

橋は
し　

克か
つ

則の
り

（
瀬
峰
）
新
任

主
な
支
援
事
業

人
事

感染症指定医療機関の
「栗原中央病院」

　

対
応
事
業
に

24
億
円
活
用

新
型
コ
ロ
ナ



くりはら市議会だより　第６６号
令和２年１１月１６日発行

8

所管事務調査

　

令
和
２
年
産
米
の
需
給
調
整

の
実
施
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
の
状
況
は
、
事
前
契
約
分

３
４
５
０
㌧
を
含
め
、
生
産
量

は
目
安
内
で
あ
り
、
品
種
別
で

は
業
務
用
の
「
萌
え
み
の
り
」

の
作
付
け
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
農
林
水
産
省
が
７
月

に
示
し
た
受
給
見
通
し
で
は
、

需
要
量
が
前
年
比
で
約
22
万
㌧

の
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
２
年
産
米
の
作
柄
が
平
年

並
み
で
あ
れ
ば
、
生
産
過
剰
は

必
至
で
あ
り
、
米
価
下
落
が
危

　

市
立
病
院
の
病
床
再
編
案
を

調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
で
は
、
市
立
３
病
院
（
栗

原
中
央
病
院
、
若
柳
病
院
、
栗

駒
病
院
）
の
病
床
再
編
の
検
討

を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
病
床

数
の
適
正
化
や
３
病
院
の
機
能

分
担
の
方
向
性
、
再
編
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
を
示
す
予
定
で
す
。

　

市
民
生
活
へ
の
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
、
市
民
の
理
解
が
得

ら
れ
る
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

病
床
再
編
計
画
を
提
示
す
る
よ

う
努
め
る
べ
き
で
す
。

惧
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
需
要
量
の
減
少
は
続

く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
栗
原
市

農
業
再
生
協
議
会
に
お
い
て
は
、

令
和
３
年
産
に
向
け
て
消
費
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
農
家
所

得
確
保
の
た
め
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
的
確
な
需
給
調
整

を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

ー
ト
事
業
な
ど
を
調
査
し
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

新
制
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
レ

ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
市
内

で
開
業
す
る
小
規
模
起
業
者
に

対
し
て
、
賃
借
料
や
改
修
費
用

な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業

で
す
。
昨
年
度
ま
で
の
２
つ
の

支
援
事
業
を
整
理
統
合
し
利
便

性
を
高
め
た
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
地
域
経
済
が

停
滞
す
る
中
で
、
今
後
も
利
用

者
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
開
業

を
目
指
す
起
業
者
な
ど
に
対
し

て
、
地
域
経
済
活
性
化
の
た
め

よ
り
良
い
制
度
設
計
を
望
む
も

の
で
す
。

　

入
の
沢
遺
跡
と
伊
治
城
跡
の

保
存
や
整
備
の
計
画
な
ど
を
調

査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
入

の
沢
遺
跡
の
保
存
活
用
計
画
は

今
年
度
か
ら
２
か
年
で
策
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
伊
治
城
跡
は

中
心
部
の
政
庁
・
内
郭
ゾ
ー
ン

の
一
部
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
市
の
貴
重
な
歴
史
遺

産
を
適
切
に
保
護
し
な
が
ら
、

後
世
に
確
実
に
継
承
で
き
る
よ

う
取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　

民
俗
資
料
館
整
備
に
関
わ
る

経
過
、
民
俗
資
料
の
保
管
状
況

を
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
内
各
施
設
の
民
俗
資
料
は

旧
富
野
小
学
校
に
集
約
し
て
お

り
、
現
在
、
入
の
沢
遺
跡
や
伊

治
城
跡
な
ど
の
資
料
展
示
も
含

め
た
施
設
と
し
て
の
利
用
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
学
習
活
動
な
ど
に
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
整
備

方
針
を
早
急
に
決
定
し
、
資
料

の
整
理
を
進
め
る
べ
き
で
す
。

消費者ニーズに対応した
コメの的確な需給調整を

病床の再編計画は
市民生活に配慮を

産業建設常任委員会

文教民生常任委員会

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

８月６日

８月７日

貴
重
な
歴
史
遺
産
を

適
切
に
保
護
せ
よ

地
域
経
済
活
性
化
へ

よ
り
良
い
制
度
設
計
を

民
俗
資
料
の
有
効
活
用

整
備
方
針
を
早
急
に

六日町通り商店街について地域おこし協力隊員から説明

昔の農機具など保管されている民俗資料


